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Ⅴ 参考資料

［１］土壌改良基準一覧（土壌改良目標：青森県）

注）※1：15mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要
※2：20mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※3：水稲、畑作物、野菜は「土壌及び作物体分析の手引」（平成4年8月）による

※4：りんごは「りんご生産指導要項2016-2017」による

※5：果樹（りんごを除く）は、「特産果樹栽培指導要領」（平成27年改訂版）による
※6：岩手県の改良基準引用

※7:目標値はmg含量比で1以上

※8:かっこ内の数値はりんごの目標値を準用した場合

※9:北海道の改良基準引用

15～20 25 25 25 25

25 30 25 25

60 60 40 40

20 22 22 18 22

50 80 80 60 60

15 15 15 20

5.5～6.0 6.0～7.0 6.0 5.5～6.5 6.0 5.0～6.0 5.5～6.5

5.0～5.5 5.5～6.5 5.0～6.0 4.5～5.5 5.0～6.0

20(粗粒10) 20 - 20 - 20 20

60～80 70～90 60 60～80 60 50～70 60～80

飽和度(%) 40～55 45～75 48 40～65 48 35～55 40～65

mg/100g

飽和度(%) 10～20 10～25 10 10～25 10 10～20 10～25

mg/100g

飽和度(%) 3～6 3～6 2 3～6 2 3～6 3～6

mg/100g ※1 ※2 ※2 ※2 ※2

6以下 4 6以下 4 6以下 6以下

2以上 2以上 2 2以上 2 2以上 2以上

10以上 10 16 10 16 10 10

15以上

1.0

5以上

20～30

大豆・小豆ばれいしょ

水稲

畑作・野菜

小麦
はとむぎ
※6

そば
※6

なたね

遊離酸化鉄(%)

地下水位(cm以下)

PF1.5の気相率(%)

pH(H2O)

pH(KCl)

塩基交換容量(me)

塩基飽和度(%)

易還元性マンガン
(mg/100g)

交換性カリ

CaO/MgO　当量比

MgO/K2O　当量比

有効態りん酸(mg)
：ﾄﾙｵｰｸﾞ法

交換性苦土

交換性石灰

EC(1:5)、
(mS/cm以下)

可給態けい酸(mg/100g)

有効根群域の最高ち密度
(mm以下)

改良深度、表(作)土の深さ
(cm)

主要根群域の深さ(cm)

有効根群域の深さ(cm)

項　　　目

透水性(mm/日)
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注）※1：15mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要
※2：20mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※3：水稲、畑作物、野菜は「土壌及び作物体分析の手引」（平成4年8月）による

※4：りんごは「りんご生産指導要項2016-2017」による

※5：果樹（りんごを除く）は、「特産果樹栽培指導要領」（平成27年改訂版）による
※6：岩手県の改良基準引用

※7:目標値はmg含量比で1以上

※8:かっこ内の数値はりんごの目標値を準用した場合

※9:北海道の改良基準引用

20～30 20～30 20～30 30～40 30～40 20～30

30 30 30 40 50 30

50 50 50 50～100 50～100 50

20 20 20 15 15 20

80 80 60 100 100 60

20 20 20 20 20 20

6.0～6.5 6.5～7.0 6.0～6.5 6.0～6.5 6.0～6.5 6.0～6.8

5.5～6.0 6.0～6.5 5.5～6.0 5.5～6.0 5.5～6.0 5.5～6.3

20 20 20 20 20 20

70～80 80～90 70～80 70～80 60～80 70～90

飽和度(%) 45～65 50～75 45～65 45～65 45～65 45～75

mg/100g

飽和度(%) 10～25 15～25 10～25 10～25 10～25 10～25

mg/100g

飽和度(%) 3～6 3～6 3～6 3～6 3～6 3～6

mg/100g ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2

6以下 6以下 6以下 6以下 6以下 6以下

2以上 2以上 2以上 2以上 2以上 2以上

20 20 20 30 30
50

(上限150)

0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3

畑作・野菜

ながいも
ごぼう

にんにく

透水性(mm/日)

EC(1:5)、
(mS/cm以下)

可給態けい酸(mg/100g)

塩基交換容量(me)

塩基飽和度(%)

交換性石灰

交換性苦土

改良深度、表(作)土の深さ
(cm)

主要根群域の深さ(cm)

有効根群域の深さ(cm)

有効根群域の最高ち密度
(mm以下)

地下水位(cm以下)

PF1.5の気相率(%)

pH(H2O)

遊離酸化鉄(%)

易還元性マンガン
(mg/100g)

交換性カリ

CaO/MgO　当量比

MgO/K2O　当量比

有効態りん酸(mg)
：ﾄﾙｵｰｸﾞ法

pH(KCl)

すいか
メロン

項　　　目

きゅうり ｽｲｰﾄｺｰﾝ
だいこん
にんじん
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20～30 20～40

30

50 50

20 16～20

60 60

20 30

6.0～6.5 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0～6.5 6.0～6.5

5.5～6.0 5.5～6.0

20 20 20

70～80 60 60 60 60 60 60～80 70～80

45～65 48 48 48 48 48 40～60 45～65

10～25 10 10 10 10 10 10～25 10～25

3～6 2 2 2 2 2 3～6 3～6

※2

6以下 4 4 4 4 4 6以下 6以下

2以上 2 2 2 2 2 2以上 2以上

20 20 16 20 20 16 60～80 20～50

0.5 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1 0.6
0.7

（いちご0.3）

畑作・野菜

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
※6

えだまめ
※6

はくさい
キャベツ
レタス

施設
ねぎ
※6

しゅんぎく
※6

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
※6

たまねぎ
※9



- 236 -

注）※1：15mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※2：20mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※3：水稲、畑作物、野菜は「土壌及び作物体分析の手引」（平成4年8月）による

※4：りんごは「りんご生産指導要項2016-2017」による
※5：果樹（りんごを除く）は、「特産果樹栽培指導要領」（平成27年改訂版）による

※6：岩手県の改良基準引用

※7:目標値はmg含量比で1以上

※8:かっこ内の数値はりんごの目標値を準用した場合
※9:北海道の改良基準引用

20～30 30～40 20～40 30～40 20～30 20～40 20～40 －

30 50 40 50 30 50 50 60

40 80～100 60 80～100 40 80～100 100 100

20 20 16～20 20 17 16～20 17 20

80 80 60 100 60 100 80 100

20 20 30 20 20 30 30 15～20

6.0～6.5 5.5～6.5 6.0～7.0 5.0～6.0 6.0～6.5 6.0～6.5 6.0～6.5 6.0～6.5

5.5～6.0 5.0～6.0 5.5～6.5 4.5～5.5 5.5～6.0 5.5～6.0 5.5～6.0 5.5～6.0

20 20 20 20 20 20 20 20

65～80 65～75 70～80 50～60 80 70～80 70～80 65～80

飽和度(%) 50～60 50～55 45～65 40～50 55～65 45～65 55～65 55～65

mg/100g

飽和度(%) 15～20 10～15 10～25 6～10 15～20 10～25 10～25 5～10

mg/100g

飽和度(%) 5～10 3～6 3～6 3～6 10～15 3～6 3～6 5

mg/100g

6以下 6以下 6以下 6以下 6以下 6以下 6以下 6以下

2以上 2以上 2以上 2以上 1以上 2以上 2以上 2以上

30～80 30～50
20

上限50
10～20 40～80

10
上限50

20
上限50

20

0.7 0.7 0.5 0.3 0.7 0.5 0.5 0.3

易還元性マンガン
(mg/100g)

交換性カリ

CaO/MgO　当量比

MgO/K2O　当量比

有効態りん酸(mg)
：ﾄﾙｵｰｸﾞ法

交換性石灰

EC(1:5)、
(mS/cm以下)

pH(H2O)

可給態けい酸(mg/100g)

遊離酸化鉄(%)

塩基交換容量(me)

塩基飽和度(%)

交換性苦土

項　　　目

改良深度、表(作)土の深さ
(cm)

主要根群域の深さ(cm)

有効根群域の深さ(cm)

有効根群域の最高ち密度
(mm以下)

透水性(mm/日)

地下水位(cm以下)

PF1.5の気相率(%)

pH(KCl)

サクラ
花木類

花き

キク バラ ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ リンドウ
宿根ｶｽﾐｿｳ
ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ

ｶｰﾈｰｼｮﾝ
ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ
ユリ類
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注）※1：15mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※2：20mg以上であれば、改良資材としてのカリは不要

※3：水稲、畑作物、野菜は「土壌及び作物体分析の手引」（平成4年8月）による

※4：りんごは「りんご生産指導要項2016-2017」による
※5：果樹（りんごを除く）は、「特産果樹栽培指導要領」（平成27年改訂版）による

※6：岩手県の改良基準引用

※7:目標値はmg含量比で1以上

※8:かっこ内の数値はりんごの目標値を準用した場合
※9:北海道の改良基準引用

火山灰土 非火山灰土 火山灰土 非火山灰土 火山灰土 非火山灰土 火山灰土 非火山灰土 火山灰土 非火山灰土

15 20～30

10～15 30

30 60

22 20

80 80

15～20 15～20

6.0～6.5 6.0～6.5

5.5～6.0 5.5～6.0

20～30 20

60 80 80 90 60 80 60 80 60 80 60～70 60～80

飽和度(%) 45 65 65 75 45 65 45 65 45 65 50～60

mg/100g 170mg

飽和度(%) 5～10

mg/100g 8mg

飽和度(%)

mg/100g 8～18mg 12mg

2以上 3以上

2 5

1

交換性苦土

塩基飽和度(%)

交換性カリ

5

(28mg)※8

透水性(mm/日)

CaO/MgO　当量比

MgO/K2O　当量比

有効態りん酸(mg)
：ﾄﾙｵｰｸﾞ法

EC(1:5)、
(mS/cm以下)

可給態けい酸(mg/100g)

遊離酸化鉄(%)

易還元性マンガン
(mg/100g)

飼料作物
もも、うめ、あんず、
すもも、プルーン

項　　　目 なし

果樹

草地

10

5

(28mg)※8

※7

5.5～6.0

5.0～5.5

20以上

10

(40mg)※8

60

ー

22

(40mg）※840mg

15～20

5.5～6.0

5.0～5.5

20以上

ー

50以上

地表下90cm以下

15～20

ー

50以上

ー ー

2222

10

5

(28mg)※8

地表下90cm以下

10

(40mg）※8

※7 ※7

5.5～6.0

20以上

10

(28mg)※8

※7

10

5.0～5.5

ぶどう

ー

40以上

ー

22

6.0～6.5

15～20

10

28mg

※7

塩基交換容量(me)

有効根群域の深さ(cm)

主要根群域の深さ(cm)

地表下100cm以下

15

6.0

5.5

20以上

pH(KCl)

PF1.5の気相率(%)

pH(H2O)

交換性石灰

りんご

ー

地表下90cm以下

ー

改良深度、表(作)土の深さ
(cm)

22
有効根群域の最高ち密度
(mm以下)

地下水位(cm以下) 地表下80cm以下

20以上

10

5

(40mg）※8

おうとう

ー

50以上

15～20

5.5～6.0
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［２］耕地土壌の分類単位

土壌分類の基本単位として、土壌統が用いられているが、土壌統とは「母材、体積

様式がほぼ同じと考えられ、生成学的にほぼ同一の断面形態を持った一群の土壌」を

いい、統一的な分類基準にしたがって、おおむね１ｍの深さの断面について設定され

た土壌統数は全国で309（本県では66）である。

このうち、断面形態の主な特徴及び母材、並びに分布する地形などについて共通点

を持った一連の土壌統をまとめて土壌群とし、現在全国で16（本県では12）の土壌群

が定められている。このうち土壌統数の多い土壌群について、腐植層、グライ層、礫

層などの厚さと一及び土性や土色その他の差異について、土壌群と土壌統の中間分類

単位として土壌統群を設けている。

これらの関係を図示すれば次のとおりである。

（大分類） （中間分類） （ 基本単位）

土壌群 土壌統群 土壌統

○○統

○○○土 ××統

○○土

… …

△△統

○○○土 □□統

… …

（土壌群の中で土壌統の少ないもの）

また、土壌群、土壌統群の一覧を示せば次表のとおりである。

表174 土壌群、土壌統群一覧

土壌、土壌統群

〇 01 岩屑土 10 黄色土

〇 02 砂丘未熟土 10 Ａ 細粒黄色土

03 黒ボク土 10 Ｂ 中粗粒黄色土

〇 03 Ａ 厚層多腐植質黒ボク土 10 Ｃ 礫質黄色土

〇 03 Ｂ 厚層腐植質黒ボク土 10 Ｄ 細粒黄色土、斑紋あり

〇 03 Ｃ 表層多腐植質黒ボク土 10 Ｅ 中粗粒黄色土、斑紋あり

〇 03 Ｄ 表層腐植質黒ボク土 10 Ｆ 礫質黄色土、斑紋あり

〇 03 Ｅ 淡色黒ボク土 11 暗赤色土

04 多湿黒ボク土 12 褐色低地土

04 Ａ 厚層多腐植質多湿黒ボク土 12 Ａ 細粒褐色低地土、斑紋なし

〇 04 Ｂ 厚層腐植質多湿黒ボク土 12 Ｂ 中粗粒褐色低地土、斑紋なし

04 Ｃ 表層多腐植質多湿黒ボク土 12 Ｃ 礫質褐色低地土、斑紋なし

〇 04 Ｄ 表層腐植質多湿黒ボク土 12 Ｄ 細粒褐色低地土、斑紋あり
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04 Ｅ 淡色多湿黒ボク土 12 Ｅ 中粗粒褐色低地土、斑紋あり

05 黒ボクグライ土 12 Ｆ 礫質褐色低地土、斑紋あり

〇 05 Ａ 多腐植質黒ボクグライ土 13 灰色低地土

〇 05 Ｂ 腐植質黒ボクグライ土 13 Ａ 細粒灰色低地土、灰色系

〇 05 Ｃ 淡色黒ボクグライ土 13 Ｂ 中粗粒灰色低地土、灰色系

06 褐色森林土 〇 13 Ｃ 礫質灰色低地土、灰色系

〇 06 Ａ 細粒褐色森林土 〇 13 Ｄ 細粒灰色低地土、灰褐系

06 Ｂ 中粗粒褐色森林土 〇 13 Ｅ 中粗粒灰色低地土、灰褐系

〇 06 Ｃ 礫質褐色森林土 13 Ｆ 礫質灰色低地土、灰褐系

07 灰色台地土 13 Ｇ 灰色低地土、下層黒ボク

07 Ａ 細粒灰色台地土 〇 13 Ｈ 灰色低地土、下層有機質

07 Ｂ 中粗粒灰色台地土 〇 13 Ｉ 灰色低地土、斑紋なし

07 Ｃ 礫質灰色台地土 14 グライ土

08 グライ台地土 〇 14 Ａ 細粒強グライ土

08 Ａ 細粒グライ台地土 〇 14 Ｂ 中粗粒強グライ土

08 Ｂ 中粗粒グライ台地土 〇 14 Ｃ 礫質強グライ土

08 Ｃ 礫質グライ台地土 〇 14 Ｄ 細粒グライ土

09 赤色土 〇 14 Ｅ 中粗粒グライ土

09 Ａ 細粒赤色土 14 Ｆ グライ土、下層黒ボク土

09 Ｂ 中粗粒赤色土 〇 14 グライ土、下層有機質

09 Ｃ 礫質赤色土 〇 15 黒泥土

16 泥炭土

〇は本県に分布するもの
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［３］土壌統の設定基準

土壌統を決めるときの断面形態、母材、堆積様式などの異同を決定するための各項

目ごとの区分基準は次のとおりである。

１ 断面形態
ア 腐植層

① 厚層多腐植層（多腐植層の厚さが地表面から50㎝以上）

② 厚層腐植層（腐植層の厚さが地表から50㎝以上）

③ 表層多腐植層（多腐植層の厚さが地表面から25～50㎝）

④ 表層腐植層（腐植層の厚さが地表面から25～50㎝）

⑤ 腐植層なし

〔多腐植層とは腐植含有量10～20％、腐植層とは腐植含有量5～10％の土層をいう〕

イ 土色

次表層（深さ25～60㎝）の湿度により区分する。

① 赤････････10R-5YR、≧3、≧6

② 赤褐･･････10R-5YR、≧3、3-6

③ 黄････････7.5YR-7.5Y、≧3、≧6

④ 黄褐･･････7.5YR-7.5Y、≧3、3－6

⑤ 灰褐･･････10R-10YR、≧3、＜3

⑦ 灰････････2.5Y-7.5Y、≧3、＜3又はN、＞3

⑧ 青灰･･････10Y又はそれより青

⑨ 黒～黒褐･･････明度≦3

〔土色は標準土色帖により表示し、色相、明度、彩度の順に記述してある〕

ウ 礫層、砂礫層

① なし又は60㎝以下に出現

② 30～60㎝以内に出現

③ 0～30㎝以内に出現

〔礫層とは未風化及び半風化礫が断面における面積割合が20％以上を占め、細土

の土性が壌質又はそれより細かい層からなり層の厚さが概ね20㎝以上の層をい

う。〕

〔砂礫層とは未風化及び半風化礫が断面割合の20％以上を占め、細土の土性が砂

質の層で厚さが概ね20㎝以上をいう。〕

エ 岩盤 出現する深さによる区分基準はいずれも

オ 盤層 「ウ 礫層、砂礫層」の①～③と同じ。

〔盤層とはち密度29以上、厚さ10㎝以上の層〕

カ 斑紋、結核

① なし

② あり（糸根状、膜状斑については断面調査における「含む」以上をありとする）
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キ 土性

① 強粘質（HC、SiC、LiC、SC）

② 粘質（SiCL、CL、SCL）

③ 壌質（SiL、L、SL）

④ 砂質（LS、S）

〔地表面から深さ25～60㎝の土層を対象とする〕

ク 構造

発達程度、中以上の構造を持つ土壌を構造ありとする。

ケ 泥炭層

① 全層又は作土を除くほぼ全層

② 上部50㎝以内に厚さ20㎝以上

③ ①、②に属さない場合

④ なし又は80㎝以下

コ 黒泥層 出現する深さによる区分基準はいずれも

サ グライ層 「ケ 泥炭層」の①～④と同じ。

シ 湧水面

〔高い湧水面を持つ土壌はこれより区分する場合がある〕

２ 反応
地表から25㎝～60㎝の層位がｐＨ（KCl）4.2以下又はＹ110以上は強酸性、ｐＨ（H2O）

8.0以上はアルカリ性とする。

３ 母材
ア 非固結火成岩（火山灰、火山砂、泥流など）

イ 固結火成岩（集塊岩、安山岩など）

ウ 非固結堆積岩（礫、砂、土石流など）

エ 固結堆積岩（礫岩、泥岩）

オ 変成岩

４ 堆積様式
ア 残積（変成岩、固結火成岩及び第三紀以前の堆積岩を母材として、その場で風化

した土壌）

イ 洪積世堆積（洪積世の堆積物を母材とする土壌）

ウ 崩積（沖積世の崩積物を母材とする土壌）

エ 水積（沖積世に主として水により運ばれて堆積した材料を母材とする土壌、非固

結火成岩の水による再堆積もこれに含める）

オ 風積

① 火山性（エに属さない非固結火成岩を母材とする土壌）

② 非火山性（砂丘など）
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カ 集積

① 高位泥炭

② 中間泥炭

③ 低位泥炭

④ 黒泥

キ その他（人為など）
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［４］土壌診断結果に基づく減肥基準
土壌診断の結果、土壌中の肥料成分の過剰蓄積が明らかになった場合の減肥の基準

を以下のとおり示すので、土壌診断に基づく施肥設計の見直しの際の参考とされたい。

なお、この基準は、慣行施肥量を削減する基準であり、減肥した場合は、作物の生

育状況を確認しながら、生育が劣る場合は追肥等による調整が必要となる。

１ 水稲

（１）りん酸

注）平成26年度指導参考資料より

（２）カリ

２ 果樹
適正施肥量は、標準施肥量を基準とし、土壌分析値を参考にして、施肥量の増減区（３

樹程度）を設け、１～３年先行させ、樹勢や果実品質などの変化を観察しながら適量を

見出す。

（１）窒素
生育状況等 施肥管理

着色のよくない園、樹勢の強すぎる園 50％減肥

高接ぎによる一挙更新園、強樹勢によるﾋﾞﾀｰﾋﾟｯﾄ・ｺﾙｸｽﾎﾟｯﾄ発生園 無施用（2～3年）

減肥により樹勢が衰弱した園 標準施肥量+5kg/10a

注）本文123ページから作成

（２）カリ
交換性カリ 施肥管理

（mg/100g） （10a当たり）

28未満 10kg施用

（標準施肥量+5kg）

28 ～ 5kg施用

（標準施肥量）

注）平成8年度指導奨励・参考事項より

土壌
有効態りん酸
（mg/100g）

施肥管理

10未満 慣行施肥量

10～20 50％減肥

20～ 無施肥

30未満 慣行施肥量

30～ 50％減肥

非黒ボク土

黒ボク土

交換性カリ
（mg/100g）

施肥管理

30未満 慣行施肥量

30～50 50％減肥

50～ 無施肥
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［６］タンパクマップの紹介

玄米タンパク質含有率が高い米は、粘りが少なく硬いごはんになり食味が低下する。

水田によって地力に差があることから、同じ施肥管理を行っても、玄米タンパク質含有

率に違いが生じる。そのため、玄米タンパク質含有率の高い水田では、翌年度の施肥を

控えめにするなど、水田の地力に応じた施肥対応が必要となる。

窒素栄養が過剰な稲は、葉色が濃く、玄米タンパク質含有率も高くなりやすい。その

ため、葉色の違いを利用することで、衛星画像から、水田毎の玄米タンパク質含有率の

高低を把握することができる。水田一枚毎に玄米タンパク含有率を色分け表示した地図

がタンパクマップである。「青天の霹靂」では、高品質米生産を支援するため、平成28

年産からタンパクマップの施肥指導への活用が始まっている。

図59 タンパクマップ （平成27年 青森農林総研）

図60 施肥指導でのタンパクマップ活用の流れ （平成28年 青森農林総研）

研究所

衛星画像

タンパクマップ

個別指導

（訪問・電話）

生産者

登録情報

① 水土里情報システムで利用

指導機関 （県・JA・集荷組合）
生産者

（青天の霹靂）

② 携帯型端末で利用 （Webアプリ）
現地指導

講習会

【特徴】

情報を検索できる

・タンパクが高い水田

・各生産者の水田

【特徴】

屋外の現地水田でもマップを確認

できる。

（水土里ネット青森が運用）

【パソコンで操作】

（県産業技術センターが開発・運用）

【スマートフォン・タブレットで操作】

【マップ作成】
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